
明治期の低湿地データの概要

【概要】
• 人工改変があまり行われていない時期に作成した明治期の地図から、河川や湿地、田、芦葦（あしよし）の群生地
などの区域を抽出してデータ化しています。

• 三大都市圏及び一部の政令指定都市・県庁所在地は公開済です。今回、神戸市など35地区を新たに公開します。
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自然条件に即した効果的な防災対策・危機管理対策・土地利用計画に寄与することを目的に、
液状化等の自然災害リスクと関連が深い明治期の低湿地データを整備・提供しています。
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